
田畑政治を支えた、強力な支援者たち

前列右側から、田畑政治、東龍太郎(日本体育協会
会長、JOC委員、第4～5代都知事)、二列目左側：
フレッド・イサム・ワダ、三列目中央：古橋廣之進

2019年大河ドラマ「いだてん」のもう一人の主人公 金栗四三（かなくり しそう）と
並ぶ姿が見られる貴重な写真。(左：田畑政治、右：金栗四三)

(東京オリンピック開く　朝日新聞 昭和39年10月10日)
「空前絶後といわれるベルリン大会を百点とすれば百十点はある。」と、
田畑は組織委員会の大会運営を称賛した。

田
畑
が
中
心
と
な
っ
て
立
て
た
戦
略
に

基
づ
き
、J
O
C
会
長
の
竹
田
恒
徳
や

織
田
幹
雄
ら
は
世
界
各
国
を
回
っ
た
。

1
9
6
4
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地

と
し
て
東
京
支
持
を
訴
え
た
の
だ
。そ
の

中
で
も
ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
系
人
フ
レ
ッ

ド
・
イ
サ
ム
・
ワ
ダ
は
中
南
米
な
ど
多
く

の
国
を
献
身
的
に
回
り
、東
京
開
催
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。そ
し
て
迎
え
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
。開
催
地
と
し
て
立
候

補
し
た
の
は
東
京
、デ
ト
ロ
イ
ト
、ウ
ィ
ー

ン
、ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
4
都
市
。日
本
の
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務
め
た
の
は
N
H
K
解

説
委
員
の
平
沢
和
重
だ
。田
畑
を
は
じ
め

と
す
る
代
表
団
一
同
が
固
唾
を
呑
ん
で

見
守
る
中
、45
分
間
の
持
ち
時
間
に
対
し

て
原
稿
も
見
ず
に
15
分
間
の
演
説
を

行
っ
た
。投
票
し
た
58
人
の
う
ち
東
京
が

34
票
を
占
め
、悲
願
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
つ
い
に
決
定
し
た
の
だ
。

田
畑
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織

委
員
会
の
事
務
総
長
と
し
て
、当
時
日

本
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
柔
道
と
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

に
採
用
す
る
よ
う
強
く
訴
え
た
。そ
の
結

果
、I
O
C
委
員
で
あ
っ
た
嘉
納
治
五

郎
が
創
設
し
た
柔
道
が
正
式
種
目
と

な
り
、す
べ
て
の
階
級
で
メ
ダ
ル
を
獲

得
。女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
採
用
さ
れ
、

「
東
洋
の
魔
女
」と
称
さ
れ
た
大
松
博

文
監
督
率
い
る
チ
ー
ム
は
、期
待
通
り

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。一
方
、水
泳

に
関
し
て
は
古
橋
廣
之
進
を
は
じ
め
と

す
る
有
力
選
手
の
引
退
後
、世
代
交
代

が
進
ま
ず
日
本
の
競
泳
陣
は
惨
敗
。そ

こ
で
田
畑
は
日
本
水
泳
連
盟
名
誉
会

長
と
し
て
、「
水
泳
ニ
ッ
ポ
ン
の
再
建

に
は
、
選
手
強
化
に
使
え
る
屋
内
専

用
プ
ー
ル
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
、

1
9
6
8
年
に
東
京
ス
イ
ミ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
設
立
。田
畑
は
初
代
会
長
を

務
め
た
。東
京
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
現
在
に
至
る
ま
で
、日
本
最
高
レ
ベ

ル
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、指
導
者
で
は
、

競
泳
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
平
井

伯
昌
、選
手
で
は
北
島
康
介
な
ど
多

数
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
輩
出
し
続
け

て
い
る
。

1
8
9
8
年

（
明
治
31
年
）

第
10
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
総
監
督

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
金
5
、銀
5
、銅
2
）

第
11
回
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
部
役
員

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
金
4
、銀
2
、銅
5
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
総
務
主
事

朝
日
新
聞
東
京
本
社
代
表

1
9
2
4
年

（
大
正
13
年
）

1
9
3
2
年

（
昭
和
7
年
）

1
9
3
6
年

（
昭
和
11
年
）

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
し
て

朝
日
新
聞
社
に
入
社

大
日
本
水
上
競
技
連
盟
の
創
立
に
参
画 

理
事

日
本
体
育
協
会
専
務
理
事

ア
ジ
ア
競
技
連
盟
評
議
員

第
15
回
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
代
表
選
手
団
団
長

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
銀
3
）

1
9
3
9
年

（
昭
和
14
年
）

1
9
4
5
年

（
昭
和
20
年
）

第
2
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
選
手
団
団
長

1
9
5
4
年

（
昭
和
29
年
）

第
3
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
組
織
委
員
会
事
務
総
長

1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）

第
16
回
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
代
表
選
手
団
団
長

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
金
1
、銀
4
）

日
本
水
泳
連
盟
名
誉
会
長

1
9
5
6
年

（
昭
和
31
年
）

1
9
6
5
年

（
昭
和
40
年
）

1
9
6
4
年

（
昭
和
39
年
）

1
9
5
9
年

（
昭
和
34
年
）

1
9
6
6
年

（
昭
和
41
年
）

1
9
6
1
年

（
昭
和
36
年
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
特
別
委
員
会
委
員

1
9
6
3
年

（
昭
和
38
年
）

日
本
体
育
協
会
副
会
長

1
9
7
1
年

（
昭
和
46
年
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
J
O
C
）委
員
長

中
国
の
I
O
C
復
帰
に
尽
力

1
9
7
3
年

（
昭
和
48
年
）

昭
和
54
年
度 

朝
日
賞
受
賞
※
長
年
に
わ
た
る
日
本

水
泳
界
へ
の
貢
献
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
推
進
の
功
績

1
9
8
0
年

（
昭
和
55
年
）

日
本
体
育
協
会
名
誉
副
会
長

1
9
8
3
年

（
昭
和
58
年
） 

逝
去 

勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
受
章

1
9
8
4
年

（
昭
和
59
年
） 

1
9
7
7
年

（
昭
和
52
年
）

1
9
4
7
年

（
昭
和
22
年
）

1
9
5
2
年

（
昭
和
27
年
）

1
9
3
0
年

（
昭
和
5
年
）

大
日
本
体
育
協
会
専
務
理
事

神
宮
プ
ー
ル
が
竣
工

1
9
3
1
年

（
昭
和
6
年
）

日
米
対
抗
水
上
競
技
大
会
を
提
案

第
1
回
大
会
を
実
現
し
日
本
が
勝
利

1
9
1
6
年

（
大
正
5
年
）

浜
名
湾
游
泳
協
会
の
設
立
に
関
わ
る

日
本
水
泳
連
盟
理
事
長

1
9
4
6
年

（
昭
和
21
年
）

日
本
体
育
協
会
常
務
理
事

1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会
事
務
総
長

1
9
6
0
年

（
昭
和
35
年
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
対
策
本
部
本
部
員

第
17
回
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
銀
3
、銅
2
）

内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
よ
り
銀
杯
一
組
を
賜
る

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
東
京
大
会
組
織
委
員
会
顧
問

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
組
織
委
員
会
顧
問

1
9
6
9
年

（
昭
和
44
年
）

勲
二
等
瑞
宝
賞
※
長
年
の
水
泳
界
へ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
田
畑
は
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章

第
18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
日
本
競
泳
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
：
銅
1
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
J
O
C
）名
誉
委
員
長

東
京
・
札
幌
の
両
五
輪
開
催
に
貢
献
し
た
と
し
て

I
O
C
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
銀
章
を
受
章

日
本
水
上
競
技
連
盟
理
事
長

1
9
4
8
年

（
昭
和
23
年
）

日
本
水
泳
連
盟
会
長

第
14
回
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
日
に

日
本
選
手
権
開
催

日
本
水
泳
連
盟
が
国
際
水
泳
連
盟
へ
復
帰

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
全
米
水
上
選
手
権
大
会
に
参
加

朝
日
新
聞
社
常
務
取
締
役

1
9
4
9
年

（
昭
和
24
年
）

浜
松
市
営
元
城
プ
ー
ル
で

日
米
交
歓
水
上
大
会
を
開
催

※
元
城
プ
ー
ル
完
成
記
念
と

し
て
誘
致

1
9
5
0
年

（
昭
和
25
年
）

1
9
3
7
年

（
昭
和
12
年
）

浜
松
第
一
中
学
校
で
日
米
水
上
競
技
大
会
を
開
催

※
母
校
の
50
m
プ
ー
ル
完
成
記
念
と
し
て
誘
致

1
9
2
9
年

（
昭
和
4
年
）

日
本
水
上
競
技
連
盟
名
誉
主
事

大
日
本
体
育
協
会
理
事

静
岡
県
浜
名
郡
浜
松
町
成
子

（
現
在
の
浜
松
市
）に
生
ま
れ
る

日米対抗の

大会を、浜松で

2回も行うなん
て、

郷土愛を

感じるのじゃ。

東京スイミングセンターで子どもたちを励ます田畑

11 10

田畑にとって深い思い入れがあるロサンゼ

ルスで2回目のオリンピックが開催された

1984年、田畑は85歳となった。病床で閉会

式まで見届け、閉幕後の8月25日、水泳と

オリンピックにかけた生涯に幕を閉じた。葬

儀には中曽根首相をはじめ多くのスポーツ

関係者が弔問に訪れた。柩はオリンピック

旗で包まれ、ベートーベンの「英雄」の楽曲

が流された。

水泳とオリンピックに
生涯を捧げた英雄

水泳ニッポンの父田畑政治ヒストリー

episode 6

1
9
6
4
年
、ア
ジ
ア
初
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

つ
い
に
夢
か
な
う
!

episode 7

ス
ポ
ー
ツ
大
国
を
目
指
す

CHECK!

オリンピックを日本の再建に役立てるため、田畑
と東に東京大会の招致を強く勧めた。

ヘルシンキ大会組織委員会長・IOC委員

エリック・フレンケル

田畑とともに招致活動に貢献。後に東京都知事と
なる。

柔道の創始者で1940年の東京オリンピック招致
に成功するが開催を決めた帰りの船で亡くなる。

日本初のIOC委員 嘉納治五郎

田畑は、朝日新聞の政治部
で政友会を担当。鳩山に気
に入られて懇意にしていた。

鳩山一郎
鳩山の紹介で予算の獲得
を確約、アムステルダムオリ
ンピックに水泳選手10人を
送り込むことができた。

大蔵大臣 高橋是清

国家事業として取り組む約束を取り付けたことで、
開催都市として立候補した。

東京都知事 安井誠一郎

田畑、東、安井知事の3人の依頼を受け、国家的事
業として招致活動に取り組むことと、開催への援助
を約束。その後、ワダに親書と特命全権大使並み
の権限を与え、中南米IOC委員の票集めの任務を
要請した。

首相 岸信介

JOC総務主事

田畑政治

日本体育協会 会長 東龍太郎

ヨーロッパでは貴族が投票権をもっていたことか
ら、元皇族という経歴を活かし、ヨーロッパ方面で
東京招致活動に活躍した。竹田恒和（現JOC会長）
の父である。

日本オリンピック委員会会長 竹田恒徳

1959年にミュンヘンで開催されたIOC総会で、最終プレゼン
ターとして演説。嘉納治五郎の最期を船上で看取った人物として
紹介され、東京招致の価値を訴えた。15分間の演説で委員たち
の心を動かし、招致決め手の１つとなる。

NHK解説委員 平沢和重

日系人で唯一の東京五輪準備招致委員。日本政
府に代わり自費で欧州や中南米各国を訪問し、支
持を取り付け、開催に大きく貢献した。

フレッド・イサム・ワダ

実施を強く
すすめる

取りまとめに協力

特命全権大使並みの権限を付与

国家的事業として依頼

国家的事業としての
開催を約束

国家的事業として依頼

招請状を依頼

欧州・中南米各国の
取りまとめを依頼

ちょこっと豆知識

田
畑
政
治
の
経
歴
年
表


